
別紙3

HIV抗体陽性もしくは非常に強く陽性が疑われる患者の医療行為時に針刺しをした

注意： 予防薬の服用は、原則として針刺し事故後1～2時間以内（できるだけ早急に）

針刺し事故後1～2時間以内に服薬するか否かを決定すること

男   性 女   性

妊娠反応を調べる
陰性

スタート 陽性

NO
服用の自己決断ができる 30分以内に責任者と相談できた

YES
自己決定 NO YES

YES
NO できるだけ早く薬剤①を服用する

① ：AZT（レトロビル）           300mg
服用しない       ３TC（エピビル）           300mg

      ＮＦＶ（ビラセプト） 　　  1,250mg

YES
12時間以内に責任者と相談できた

NO

①の12時間後、薬剤②を服用する
② ：AZT（レトロビル）           300mg
      ＮＦＶ（ビラセプト） 　　  1,250mg

以後、責任者が見つかるまで12時間おきに服用を繰り返す。
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